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ル

デ

ー
ニ

ャ

の

原

始
宗
教
』

（
一

九

＝
一

年）

と
『
神
』

（
一

九
二

二

年
。

当
初
は
一

九
一

五

年
に

出
版
予
定）

が

そ
れ

に

あ
た

る
。

最
高
存
在
研
究

は

ア

ン

ド

リ
ュ

ー
・

ラ

ン

グ
と
、

ラ

ン

グ
の

説
を

受
け
た

ヴ
ィ

ル

ヘ

ル

ム
・

シ
ュ

ミ

ッ

ト
の

原
始
一

神
教
へ

の

批
判
へ

と

繋
が

り
、

シ
ュ

ミ

ッ

ト

と
の

論
争
は
一

九
五
〇

年
代
ま
で

続
い

た
。

論
争
の

ポ
イ
ン

ト
は

「

最
高

存
在
は
一

神
教
的
な

神
で

あ
る

か

否
か
」

で

あ
る
。

シ
ュ

ミ

ッ

ト
は

最
高

存
在
を
一

神
教
的
な

神
と

同
一

と

捉
え
、

論
理
的
因
果
的

思
考
を
そ
の

発

生

原
理
と

し
、

最

高
存
在
の

属
性
と

は

創
造
性
で

あ

る

と
し

た
。

一

方
、

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー
二

は
、

最
高
存
在
は
一

神
教
的
な

神
で

は

な
い

と
い

う

立

場
に

立
ち、

空
想

力
−

神
話
創
造
力
を
そ
の

発
生
原
理
と
し
、

属
性
と

し
て

全
知
を
指
摘
し
た

。

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー
二

は

ヴ

ィ

ー
コ

に

基
づ

き
人

間

精
神
に
お
け
る

空
想

力
と

思
惟
を
区
分
し
、

前
者
に

基
づ

く
も
の

が

最

高

存
在、

後

者
に

基
づ

く
も
の

が
一

神
教
的
な

神
で

あ
る
と

考
え
て

い

た
。

そ
の

上
で
、

歴

史
的
に

み

て

後
に

出
現
し

た
キ

リ

ス

ト

教
的
な

神
観

念
を
原
始
社
会
へ

押
し
つ

け
て

い

る

と

し
て

シ
ュ

ミ

ッ

ト
や

コ

ッ

パ

ー

ス

ら
の

神
学
的
前
提
を
批
判

し、

地

理
的
文
化
的
環
境
と
の

関
わ

り
で

最
高

存
在
を
考
察
し
た
の

で

あ
る

。

こ

の

最
高
存
在
研
究
の

方

向
性
は

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

の

死
後、

弟
子
の

ア

ン

ジ
ェ

ロ

・

ブ

レ

リ

チ
と
ウ

ー

ゴ
・

ビ

ア

ン

キ

に

受
け
継
が
れ
た

。

　
シ

ュ

ミ

ッ

ト
と
ペ

ッ

タ
ッ

ツ

ォ

ー
二

に

よ
る

最亠
咼

存
在
研
究
は
、

宗
教

民
族

学
を

模
索
し
た

宇

野
圓
空
（
『

宗
教

民
族

学
』

岡
書

院
、

一

九
二

九

年
）

、

民
族
学
「

歴

史
11

文
化
学

派
」

に

傾
倒
し
た

棚
瀬
襄
爾
（
『

民
族
宗

教
の

研
究
』

畝
傍
書

房、

一

九

四
四

年
）

、

シ
ュ

ミ

ッ

ト
の

も
と

で

学
ん

だ

岡
正

雄
ら
を
通
じ、

日

本
に

も
た

ら

さ

れ
た

。

な

か
で

も
棚

瀬
は

シ
ュ

ミ

ッ

ト
と
ペ

ッ

タ
ッ

ツ

ォ

ー

二

の

説
を

詳
細
に

分

析
し

、

シ
ュ

ミ

ッ

ト
の

最
高
存
在
は

「

絶
対

的
」 、

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

の

そ
れ
は

「

相
対
的
」

で

あ
る

と

し
た

上
で

、

「

全
智

性
の

分

析
に

於
い

て

は

ペ

ッ

タ

ツ

ォ

！

二

は

シ
ュ

ミ

ッ

ト
に

優
る

。

シ
ュ

ミ

ッ

ト
は
全
智
性
を
あ
ま

り
に

安
価
に

帰

結
し

過
ぎ
て
い

る
。

」

（
棚
瀬
襄
爾
「

原
文
化
の

至
上

神
の

属
性
に

就
い

て

ー
シ

ュ

ミ

ッ

ト
と

ペ

ッ

タ

ツ

ォ

ー

二

の

学
説
を
中
心
に

し
て
」

『

民
族

学
研
究
』

＝
二
、

日
本
民
族
学
会、

一

九
四
八

年
、

五
一

頁）

と
書
い

て

い

る
。

】

九
三

〇

年
代
か

ら

四

〇

年
代
に
か
け
て

、

日

本
の

宗
教
民
族
学

は

シ
ュ

ミ

ッ

ト
の

強
い

影
響
下
に

あ
っ

た
が、

ペ

ッ

タ
ッ

ツ

ォ

ー

こ

の

仕

事
も

確
実
に
受
け
入
れ
ら

れ

て

い

た
。

日
本
の

事
例
を
も
と
に

着
手
さ
れ

た

最
高
存
在
研
究
は

、

再
び

日
本
に
戻
さ
れ
た

の

で

あ
る

。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と
ま
と
め

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

安
藤

　
礼
二

　
一

九

世
紀
後
半
に

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

誕
生
し
た

比
較
宗
教

学
と

二

〇
世
紀

初
頭
に
日
本
で

確
立
さ
れ

た

民
俗
学
は

起
源
を
共
有
し、

相
互
に
密
接
な

関
係
を
持
っ

た

も
の

で

は

な

か

っ

た

の

か
？

　
歴

史
と
伝
統
の

異
な
る

諸

文
化
が

衝
突
し
世
界
が

＝
兀

化
さ

れ
た

時
代
に

な
っ

て

は

じ
め

て、

集
団

と
し

て

生

き
る

人
間
の

普
遍

性
と

固
有
性
が
探
究
さ
れ
る

こ

と

が
可
能
に

な

っ

た
。

宗
教
学
と
い

う
新
た

な

学
問
を
提
唱
し
た

マ

ッ

ク

ス

こ
ミ

ュ

ラ

ー

の

も
と
に

は

南
條
文
雄、

高
楠
順
次
郎
と
い

う
日

本
か

ら
の

留
学
生
た

ち
が

お

り、

民
俗

学
を

創
出
し
た

柳
田

國
男
と

折
口

信
夫
は
ジ
ェ

イ
ム

ズ
・

ジ

ョ

ー

ジ
・

フ

レ

イ

ザ
ー

の

『

金
枝
篇
』

を

読
み
込
ん
で

い

た
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

と

日
本
は

共
振
し

て

い

た

の

だ
。

大
正

末、

柳
田
が
自
身
の

学

問
を

集
大
成
す
る

た
め

に

創
刊
し

た

雑
誌
は

、

『

民
俗
』

で

は

な
く

『

民

族
』

と

名
づ

け
ら
れ
た

。

二

つ

の

ミ

ン

ゾ

ク
ガ

ク
、

エ

ス

ノ

ロ

ジ
ー

と

フ
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オ

ー

ク

ロ

ァ

は

不
可
分
な
も
の

と

考
え
ら
れ

て

い

た
。

　

雑
誌
『

民
族
」

で

は
、

デ
ュ

ル

ケ

ム

派
の

宗
教
社
会
学
の

理
論
が

精
力

的
に

紹
介
さ
れ、

ヴ
ィ

ル

ヘ

ル

ム

・

シ
ュ

ミ

ッ

ト
の

文
化
圏
説
が
一

つ

の

主

導
的
な
原
理
と

な
っ

て
い

た
。

マ

ル

セ

ル
・

モ

ー

ス

に
由
来
す
る

マ

ナ

と
、

シ

ュ

ミ

ッ

ト

の

論
争
相
手
と
し

て

登
場
し

た

ラ
ッ

フ

ァ

エ

ー

レ
・

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

の

最
高
存
在
（
至
上

神）

が
、

折
囗

信
夫
の

古
代
学
を

構
成
す
る
二

つ

の

極
と

し
て

現
れ

出
て

く
る

の

も
『

民
族
』

以
降
の

こ

と

で

あ
る

。

モ

ー

ス

や
ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

に
と
っ

て

も、

極
東
の

列
島
に

残
さ

れ
た

文
化
は

特
権
的
な
研
究
の

対
象
と

な
っ

た
。

本
パ

ネ
ル

は
、

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

の

宗
教
学
を
研
究
す
る

江
川、

モ

ー

ス

の

社
会
学
を
研

究
す
る

溝
凵

、

折
口

の

民
俗
学
を

研
究
す
る

安
藤
が
集
い
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

比

較
宗
教
学
と

日

本
の

民
俗
学
の

起

源
を
問
い

直
し、

近
代
と

い

う
グ

ロ

ー

バ

リ

ズ
ム

の

時
代
が
可

能
に

し
た

人

文
諸
科
学、

宗

教
学、

人

類

学、

社
会
学

、

民
族
学
も
し
く
は

民
俗
学
と

い

っ

た

新
た
な
学
問
の

歴
史

性、

お
よ
び
そ
の

可
能
性
と

不
可
能
性
を

あ
ら

た

め

て

検
討
し
直
す
た

め

に
企

画
さ
れ
た

。

　

各
発
表
の

後
、

コ

メ

ン

テ

ー
タ

の

関
一

敏
よ

り
パ

ネ
ル

の

根
幹
に

関
わ

る

本
質
的
な

問
題
提
起
が
な
さ
れ

た
。

ま
ず
は

パ

ネ
ル

の

タ

イ
ト
ル

に
も

な
っ

て

い

る

「

共
振
」

と
い

う
術
語
に

つ

い

て
。

事
後
的
に

ま
と

め

ら
れ

た

単
な
る

学
説
史
で

は

な
く、

同
時
代
に

身
を

置
き、

実
現
さ
れ
な
か
っ

た

も
の

も
含
め
て

様
々

な
可
能
性
を

発
生

論
的
に
追
求
す
る

思
想
史
の

構

築
と

い

う
点
で

は

き
わ

め
て

魅
力
的
で

は

あ
る

が、

そ
の

内
実
を
も
う
少

し
整
理
す
る

必

要
が

あ
る
で

あ
ろ

う
。

会
場
か
ら
も

「

共
振
」

と

個
人
的

な
関
係
性
を
ど

う
区
別
す
る
の

か

と
い

う
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た

。

続

い

て

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

と
日

本
に
お
け
る

「

神
」

に

つ

い

て
。

柳
田
や

折
口
が

な
に

よ

り
も

ま
ず
問
題
と

し
た
の

は

神
を

宿
ら

せ

る
「

も
の
」

（
神
の

依

代）

で

あ
り、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

的
1ー

キ
リ

ス

ト
教
的
な
超
越
神
自

体
で

は

な

い

。

最
高
存
在
と
の

類
似
点
ば

か
り
で

な
く
相
違
点
を

明
確
に

す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

「

共

振
」

を
真
の

「

比
較
」

へ

と

拡
げ
て

い

く
こ

と

が
可

能

に

な
る

で

あ
ろ

う
。

会
場
か
ら

も
ペ

ッ

タ
ッ

ツ

ォ

ー

二

の

最
高

存
在
と
一

神
教
的
な
神
と

の

同
一

性
と

差
異
性、

さ
ら
に
は
日

本
に
お
け
る

最
高
存

在
の

有
無
や
そ
の

歴
史
性
に
つ

い

て

質
問
が
な
さ
れ
た

。

　

最
後
に、

モ

ー

ス

の

「

供
犠
論
」

に

つ

い

て
。

相
互

に
密
接
な

関
係
を

有
す
る

と

思
わ

れ

る
未
完
の

博
士
論
文
『
祈
疇
』

を
ど

の

よ

う
に

位
置
づ

け
る
の

か
。

つ

ま

り、

供
犠
と

い

う
手
業
の

儀

礼
と

祈

疇
と

い

う
口

頭
の

儀
礼
と

の

関
係
は
、

モ

ー

ス

に

と
っ

て

ど
の

よ

う
に

考
え
ら
れ
て

い

た

の

か
。

さ
ら
に

は
、

モ

ー

ス

の

出
自
と
も
重
な
り
合
う

「

供
犠
論
」

の

重

要

な
主
題、

ユ

ダ

ヤ

の

問
題
が、

シ

ル

ヴ
ァ

ン
・

レ

ヴ
イ

を
介
し
て

イ

ン

ド

と

接
合
さ
れ
た

と

き、

そ
こ

に

は
一

体
何
が
起
こ

っ

た

の

か
。

ユ

ダ

ヤ

の

宗
教、

あ
る

い

は

ヴ
ェ

ー

ダ
の

宗
教
と

「

贈
与

論
」

は

ど
の

よ

う
な
関
係

を

持
つ

の

か
、

あ
る
い

は

持
た

な
い

の

か
。

会
場
か
ら

は
柳
田
と

折
口

の

両
者
と

深
い

関
係
を
保
ち、

モ

ー

ス

に

師
事
し
た
松
本

信
広
に

つ

い

て

の

質
問
が

な
さ
れ
た

。

コ

メ

ン

テ

ー

タ
か
ら
の

コ

メ

ン

ト
、

会

場
か
ら

の

質

問
の

い

ず
れ
も
大
変
貴
重
な
も
の

で

あ
り、

そ
れ
ら
に

答
え
る

よ

う
な

形

で
、

今
後、

「

共
振
」

の

起
源
を
ミ
ュ

ラ

ー

や

フ

レ

イ
ザ
ー

に

ま
で

遡

り、

帰
結
を
エ

リ

ア

ー

デ

や

レ

ヴ
ィ
囗

ス

ト
ロ

ー

ス

に

ま
で

展
開
し

て

い

き
た

い

と

考
え
て

い

る
。
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